
◇本校ホームページも随時更新しています。伊倉小学校で  

 
 
 
 
 

 

義務教育教科書 

無償給与制度の意義 
－始業式や入学式で配付される教科書 
昭和 30年（1955年）ころの教科書は、 

６０円、５５円と値段が記され、教科書を

すべてそろえると、およそ７００円かかり、

家庭によっては教科書を買えない子ども

もいました。そこで、高知県長浜地区のお

母さんたちが、家庭の経済状況で教科書を

持てない子どもがいてはいけないと、教科

書を無償にしようと動き始めました。 

これは部落差別（同和問題）をなくす運

動の一環でもありました。この運動は全国

に広がり、昭和 38 年度から小学校に入学

する児童に対して、全教科の教科書を無償

給与するための経費７億円が計上される

とともに同年１2 月、義務教育の教科書を

無償にする法律が成立します。こうして教

科書は全国の学校に配られるようになり

ました。 

平成 19 年度使用の小学校後期用教科書

（中学校は平成 20 年度使用教科書）から

は、教科書の裏表紙等に「この教科書は、

これからの日本を担う皆さんへの期待を

こめ、税金によって無償で支給されていま

す。 大切に使いましょう。」という無償給

与制度の意義が掲載されています。 

現在の小中学生の保護者の方たちには

中学校時代に「どうして教科書はタダなの

か」という読み物資料で教科書無償のため

の運動について学ぶ中で、祖父母の方たち

などに聞き取りをされた方もいらっしゃ

るのではないでしょうか。 

 

 

 

 

熊本地震から７年 
－地震避難、児童引渡し訓練【４月１４日】 

 １１日の入学式保護者代表のあいさつ

でも熊本地震について触れられました。 

７年前の前震は１４日の２１時２６分、

本震は１６日の１時２５分でした。新年度

当初の発災で、地域によっては児童生徒や

教職員の安否確認に時間を要するところ

がありました。そうした中で、被災したう

えに避難所となった学校も多くありまし

た。その中には自らの発想で自分たちだか

らこそできる支援活動を始めた小学生が

いたことも伝えられています。 

その際の教訓として語られることがあ

ります。それは困難を極める避難所運営が

比較的スムーズに進められたのは、日頃か

ら地域の方たち（住民）と学校（教職員）

が顔の見える関係であったため、役割分担

などの協議が協力的に行われた学校であ

ったということです。こうした教訓をもと

に、学校運営協議会として防災をテーマに

据え、地域（区長さん方をはじめとした住

民）と協働して避難訓練や防災教室等に取

り組む学校があります。山間部、海辺、河

川のそばなど、自然環境に応じた学校の置

かれた地域性を踏まえた観点からの特色

ある取組です。訓練のための訓練ではなく、

実際に発災した際に、よりスムーズに対応

できるよう熟議を重ねておく重要性が伺

えます。 

 本校においても児童や保護者、そして地

域（住民）のニーズを的確に把握し、安全・

安心な学校づくりに努めていきます。 
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学ぶ喜び、つながる喜び、働く喜びを実感できるチーム伊倉の仲間づくり 
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